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色とりどりの世界が聞こえてくる特集
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この特集では、民謡や舞踊、言語を通して立ち現れる、

それぞれの「世界」に耳を澄ませてみました。そこでは、

異なるルーツや言語、文化を持つ人々が出会い、互い

の思いを感じ取る機会が生まれています。人と人との

つながりや共感が生み出す温かさは、それぞれが自分

らしく生きていくための力の源となっています。

色
と
り
ど
り
の
世
界
が
聞
こ
え
て
く
る

色
と
り
ど
り
の
世
界
が
聞
こ
え
て
く
る

特
集

沖縄料理 ななまかい　店内で
談笑する常連客。この日は沖縄
が本土への復帰を果たした日
から、54年目となる日だった。

エスペラント博物館よこはま　博物館
の階段壁面に並ぶ、エスペラント世界
大会の記念品。国境を越えた交流の
歴史を物語る展示の一つ。

神奈川朝鮮中高級学校舞踊部　
毎年参加している「横浜開港記念
みなと祭」での神奈川朝鮮中高級
学校舞踊部パレードの様子。



たちで手づくりしました。屋根は、友
人が沖縄から運んだ琉球瓦でつくられ
ているんですよ」。

	 三
さんしん

線から生まれる人の輪

　沖縄民謡は、方言を交えた歌詞や、
体が弾むような裏拍子のリズムが特徴
的だ。ニシキヘビの皮でつくられてい
る三線からは深みのある音色が響く。

「かつて沖縄の人々は、交易や漁のなか
で三線を披露し、各地の人々と交流を
深めました。ライブでも、そこに居合
わせた人々が自然に一体となって手拍
子を打ち、気づけば最後にはみんなで
一緒に踊っている。文化を伝えるため
にも、開かれた雰囲気を大切にしたい」

と比嘉さんは話す。自身も月に一度、
ポップスも取り入れた親しみやすい三
線教室を無償で開催している。毎年、
秋に入船公園で開催される沖縄の食と
文化の祭典「ウチナー祭」では、企画者
として携わる。沖縄の方言で行うラジ
オ体操を、店の常連客などで構成され
るメンバーとともに行い、会場を朝か
ら盛り上げているという。

また、「みんなで弾こう！めざせ鶴見
1000人三線」では、活動を10年続ける
うちに全国から400人の三線奏者が集
まり、一斉に同じ楽曲を演奏する催し
に育った。この日も店ではウチナー祭
の会議が行われるといい、地域の活動
の輪が広がる拠点となっているようだ。

沖縄料理 ななまかい

	 沖縄文化を開く店

1920年代頃から、京浜工業地帯に立
地する工場で働くために、多くの沖縄
出身者が移住してきた鶴見区。区内に
は「沖縄タウン」と呼ばれる地域の存在
があり、エイサーなどの伝統芸能の催
しも行われている。道を歩いていると
沖縄料理店が立ち並ぶ。夕暮れ時の鶴
見駅の駅前通りに、温かな色合いの提
灯が下がっている、その一軒を訪ねた。
のれんには「沖縄料理 ななまかい」の
文字。ここでは料理をふるまうだけで
はなく、週末を中心にライブを開催し、
三線や沖縄民謡を楽しむことができる。

店主の比嘉吉光さんは72歳。鶴見へ
来たのは42年前のことで、知人の多い
このまちで暮らし、会社員として働い
た。22年前に退職し、この店を始めた。

「食や文化、音楽を知ってもうらことで
沖縄を好きになってほしいという思い
がありました。店内の床や壁、天井な
どは地域に住む職人たちと一緒に自分

「ななまかい」とは沖縄の方言で「七つのどんぶり」の意味。お腹いっぱい食べてほしい、という思いがこめられている。

沖縄といえば豚料理だと話す比嘉さん。名物は豚のスペアリブ
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	 心の中の故郷を奏でる

　比嘉さんは高校時代、ベトナム戦争
末期の米兵たちでにぎわう沖縄市コザ
でバンド活動をしていたという。東京
へのあこがれで上京し、鶴見区の潮田
地域で仲間と支え合って生きてきた。
当時は、道端で酒を酌み交わしながら
語り合う同郷の人たちの姿が、日常の
風景としてあったという。しかし、時
代の変化とともに開発や高齢化が進み、
その風景も少しずつ変わっていった。
そのような中でも、店では「模

も

合
あい

」（仲
間同士でお金を出しあい、順番に支え

合う仕組み）と呼ばれる、沖縄独自の
助け合いの文化が息づいている。家族
の近況や仕事の相談など、さまざまな
情報交換を行い、助け合う場となって
いるという。

比嘉さんは「どれだけ長くこのまち
で暮らしても、心の中にはいつも故郷
があります。メニューは生まれ故郷で
暮らしていた頃の祖母の料理や、食堂
で食べた味の記憶を思い出しながらつ
くったものです。この場所が、みんなで
ほっとできる心の拠り所になれば」と

語る。店内から聞こえる明るい歌声や
笑い声に惹かれて、思わず足をとめる
人の姿が見える。扉を開ければ、人と
人を結ぶ地域文化との出会いが待って
いる。

沖縄料理　ななまかい
https://www.facebook.com/profile.php?id=100064933350228&locale=ja_JP

店主の比嘉さん。店内ライブでは、アーティストに呼ばれ、飛び入りでギターや三線を披露することも
あるという。

漆喰の壁を彩る沖縄の風景画や装飾。沖縄らしい空気感を演出する店内の内装

沖縄ポップスデュオ「はえばる工房」。沖縄県出身のありささんの
明るい歌声と、鶴見区在住の梅さんによる日常をテーマにした軽快
なMCで、会場を盛り上げる。
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	 文化を語りだすエスペラント語

2017年に横浜で世界大会が開催さ
れた際には、南波さんを中心に、全編
エスペラント語による横浜のガイドブ
ックを作成した。「かなりこだわって描
写しました」と南波さんは、自らがリ
サーチした横浜の港町としての成り立
ちと労働者の暮らしの変化についてペ
ージをめくりながら語った。ガイドブ
ックでは旭区や金沢区などの郊外地域
まで視野を広げながら現在の横浜と伝

統文化について紹介し、横浜中華街や、
かつて米軍基地があった本牧などの地
域の歴史も知ることもできる。エスペ
ラント語を通して、地域の歴史や文化
が世界に向けて紹介されていることが
うかがえる。

南波さんがエスペラント語を学びは
じめたのは、仕事で公用語として英語
を学ぶ中で、世界中の文化を知りたい
と感じたからだという。南波さんは、

「今では日常生活のことから、母語のル
ーツについての考察、政治的なテーマ
での意見なども交換できるようになり
ました」とエスペラント語を学ぶ魅力
を語る。異なる言語や文化を持つ人と
出会う喜びが、この博物館に集う人々
から聞こえてくる。

エスペラント博物館よこはま

	 言葉で、世界の仲間と出会う

井土ケ谷の線路沿いの住宅に、緑の
星が描かれた旗が見えてくる。そこに
あるのは民家を改装した展示空間「エ
スペラント博物館よこはま」だ。エス
ペラント語は全ての人の第二言語とな
ることを目指してつくられた人工言語
の一つ。19世紀末、ポーランド出身の
眼科医ザメンホフが、多民族が異なる
言語を用いて対立していた故郷の状況
に心を痛めたことがきっかけで生み出
されたという。

館内には、エスペラント語に翻訳さ
れた宮沢賢治や手塚治虫の作品をはじ
め、世界各国から集められた蔵書が並
ぶ。また、講習会も開催され、言語を
学ぶことができる。昨年度は、海外か
ら訪れたギター奏者による、エスペラ
ント語のオリジナル楽曲のコンサート
も行われた。NPO法人エスペラントよ
こはまの副代表理事、南波文晴さんは

「エスペラントの活動は、いわば国境を
越えたクラブ活動のようなものです。世
界中の仲間と手を結び、言葉を交わし
ます。エスペラント話者が集う世界大
会のガイドツアーでは、その国の仲間
に案内されながら、風土を学んでいま
す」と、国際的な交流を楽しんでいる。
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スタッフの南波文晴さん。本棚の上には、例年協賛する大岡川の桜まつりで使われる、
エスペラント語のぼんぼりが飾られている。

京急電鉄沿いにある「エスペラント博物館よこはま」の外観。緑星
旗はエスペラントのシンボルマーク

蔵書・資料は、日本のみならず世界各地のエスペラント話者から
寄贈を受けたもの。

エスペラント博物館よこはま
https://esperanto-muzeo-jokohama.jimdofree.com/
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	 踊りがつなぐ人と文化

舞踊は、地域との交流を生み出すき
っかけにもなっている。近隣の松本中
学校で開かれる多文化理解をテーマと
する学習会や、創立当初から交流のあ
る横浜翠嵐高等学校では、舞踊を披露
しながら、同世代の生徒たちと言葉を
交わす。交流後、生徒たちからは「私
たちは同じなんだね」という感想が寄
せられることもある。日本に生まれ育
った中高生としての共通性を見出した
うれしさが、そこには表れている。同
時に、「自分たちの学んだ固有の民族の
文化を大切にしながら、これからも表
現していきたい」という思いも深まる
という。

舞踊のリズムを学ぶ上で、言語を学
ぶことは欠かせない。しかし、かつて
は家族の中で自然に受け継がれていた
言葉や文化も、核家族化が進んだ現在
では、継承が難しくなっている。その
中でも、尹先生は「一人でも踊る生徒

がいる限り、民族舞踊の継承は続いて
いきます。全国の朝鮮学校にも舞踊部
があり、共に踊り続けることで、とも
しびをつないでいきたい」と語った。受
け継がれているのは、踊りの技術だけ
ではない。文化や歴史を大切にしたい
という思いが、心の中にともり、人と
人とのつながりの中で生きる力となっ
ていく。

神奈川朝鮮中高級学校
舞踊部

	 舞踊を通して歴史を学ぶ

初夏を感じるまぶしい日差しの中、
華やかな民族衣装を身にまとった子ど
もたちが、太鼓を叩きながら笑顔で舞
う。横浜港の開港を記念する「横浜開
港記念みなと祭」の街頭パレードで、神
奈川朝鮮中高級学校舞踊部が披露した
のは、朝鮮民族固有のリズム「チャン
ダン」に乗せた、優雅で、ときにダイ
ナミックな踊りだ。

この学校は75年の歴史がある。ルー
ツである朝鮮の言葉や歴史、文化を学
びながら、日本社会の中で生きていく
力を養うことを理念としている。舞踊
部は、最も歴史のある学内の部活動だ。
顧問の尹

ユン

紀
キ

純
スン

さんは、生徒たちに、舞
踊を通して感じられる情緒を学んでほ
しいという。「例えば『水がめの踊り』
は、女性たちが井戸から水を汲み、か
めを頭にのせて家へ運ぶ姿を題材とし
た舞踊です。労働の合間に道くさをす
る様子も描かれ、当時の暮らしぶりが
ありありと表現されています。そこか
ら、人々の暮らしや社会のあり方を知
ることができるのです」。

神奈川朝鮮中高級学校
https://www.facebook.com/people/神奈川朝鮮中高級学校/100057267978053/

民族衣装を着てインタビューに応じてくれた尹
先生。学校での担当教科は国語（朝鮮語）。

松本中学校との交流会の様子
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ヨコハマアートサイト2025報告会の様子

ヨコハマアートサイト2025報告会「地域でつながるアート」
発表	 ヨコハマアートサイト2025参加団体のみなさん
ゲスト	 小林瑠音（神戸女学院大学 准教授）
	 隅地茉歩（振付家・ダンサー／セレノグラフィカ代表）
進行	 小川智紀（ヨコハマアートサイト事務局）
日時	 2026年3月14日（土）
場所	 横浜市役所アトリウム

場所の制約がある中で、参加者の自由なあり方を
肯定できる人材やファシリテーターの存在が重要
になるといいます。一般社団法人oowa代表の加
藤甫さんからは、障害のある子どもとかかわる際
は、ファシリテーターやアーティストという垣根
を越えた関係づくりが必要であることが語られま
した。任意団体アオキカクのアーティスト、アオ
キ祐キさんは、地域を知り、学びたいという姿勢
を大切にしながら活動に取り組んでいると話しま
した。

隅地さんからは「まちの中からエネルギーが生
まれて、活動同士が混ざり合うことで、横浜の景
色に変化をもたらしていくような予感がした」と
の言葉がありました。参加団体の活動は、美術館
や劇場へのアクセスが難しい人々にアートを届け
るだけでなく、身近な場所に居場所や仲間を生み
出すものになっています。

2026年度の参加団体も5月末に決定しました。
次号から本誌でもご紹介します。今後の活動にご
期待ください。

「ヨコハマアートサイト2025」の報告会が、横
浜市役所アトリウムにて開催されました。ゲスト
にはヨコハマアートサイト2025の選考委員である
小林瑠音さん（神戸女学院大学 准教授）、振付家・
ダンサーでセレノグラフィカ代表の隅地茉歩さん
を迎えました。

報告会では、29団体がそれぞれの活動をプレゼ
ンテーションしました。各プロジェクトが地域住
民とともにまちの魅力や記憶を掘り起こす中で浮
かび上がってきた、それぞれの日常の風景が共有
されました。団体からは「暮らしの中にあるアー
トをテーマにした」「バリアの多いライブハウスを
安全な場に変えたい」「参加する子どもたちをコン
トロールせず、見守ることを大切にしている」と
いった言葉がありました。生活に寄り添う場づく
りは、高齢者から赤ちゃんまでの幅広い世代が、障
害の有無や経済状況、出自などにかかわらず、ア
ートを通してつながるきっかけとなっていること
がうかがえました。

小林さんは、アートを支える人や場のあり方に
ついてコメントしました。イベントでは、時間や
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事務局・お問い合わせ

事務局うろうろ日記

横浜市地域文化サポート事業。地域課題に対して文化芸術の持つ創造性でアプローチし、地域コミュニティに寄与する取組を支援する事業です。

とは

ヨコハマアートサイト事務局は、
今日も横浜市内のあっちこっちへうろうろしています

地域の住民からも愛されている野毛大道芸が40

周年を迎える。当日は快晴で、道路いっぱいに集

まった観客たちは、飲み物を片手に、アクロバテ

ィックな大道芸人のパフォーマンスを楽しむ。横浜

にぎわい座では、照明や音響演出を加えたスト

リート芸が舞台作品として上演。屋内での上演で

も一体感が生まれ、まちが盛り上がっていた。

近隣の子どもたちが手づくりしたミニこいのぼり

が、地域で環境保全活動を行う「みどり・川と風の

会」によって掲げられた。緑区と都筑区の境にあ

る鴨池橋から鶴見川へ向かって、個性豊かなこい

のぼりたちが風に吹かれて泳ぐ。河川敷で遊ぶ子

どもたちの笑い声と一緒に、のどかな春の風景を

生み出していた。

都筑区文化センター ボッシュホールの「いろんな

かたちの親子展」へ。展示された家族写真からは、

養育里親子・養子縁組親子の日々の暮らしと、め

いっぱいの幸福感が伝わってくる。血縁という枠

を越え、家族のあり方も少しずつ広がりを見せて

いる。同時開催のフェスタでは、音楽やダンスの

発表が次 と々繰り広げられた。

横浜市北部の障害者施設に通う人びとのアート

作品を集めた展覧会「ココロはずむアート展」へ。

会場の一つとなった都筑区子育て支援センターポ

ポラサテライトでは、障害の有無にかかわらず、子

どもたちがのびのびと遊んでいる。色彩豊かなア

ート作品が、その場に響く泣き声や笑い声をやさ

しく見守っているようだ。

4月18日 日曜日 4月21日 火曜日

5月5日 火曜日 5月9日 土曜日


